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第４回東京都ひきこもりに係る支援協議会 

「家族支援」と「家族会」の効果について 
地域資源としての家族会の役割・家族支援についての理解促進のために 

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会  

本部事務局長  上田 理香 

●なぜ家族支援が重要か～本人を支える家族を支援する～ 

・ひきこもる本人の多くは家族と同居している。本人と唯一接触できるのが家族である場合が多い 

・本人は家族以外との交流を一切絶っている状態。家族が社会から孤立してしまえば、本人と社会とのつながりは 

生まれにくい。 

・家族は、本人の身辺自立、日常の環境づくりを担い、親の接し方、親子関係のストレス状態によって、本人の意欲

回復に向かったり、逆に緊張と不安、警戒、無気力を強めてしまうこともある。 

 

●家族の困難感 

右図は家族がどんな困難にどのくらい直面して

いるかを示したグラフである。中でも家庭内暴力

がある家族は 20%で、5 家族に 1 家族となって

いる。また、器物破損、家族への拒否、家族への

支配的な言動など、家族関係に大きな影響を及

ぼす行動が１つでもある家族は、複数回答を調

整しても、40%もいることが明らかになっている。 

⇒家族自身が支援やケアを必要としている。 

 

 

●本人、家族 支援機関の利用率 「家族」66％、「本人」27％ （KHJ実態調査 2019） 

「ひきこもりに関して、これまで支援・医療機関を利用したことがありますか」 

【本人】「継続的に利用している」（26.8％）より、「（一度も）利用していない」が３６．６％と高い  

（本人の３人に１人は利用が困難または不要としている） 

【家族】「継続的に利用している」（66.1％）  

【参考】内閣府調査 2018（本人対象） 

「（ひきこもりについて）誰にも相談しない 45％」「関係機関に相談したいと思わない 53％」 

図  家族が直面している困難（複数回答） 

伊藤順一郎（監修）, ひきこもりに対する地域精神保健活動研究会（編集）. 

地域保健におけるひきこもりへの対応ガイドライン. じほう, 2004. 
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●相談や支援への困難感、抵抗感は「本人」の方が強い 

「支援」＝社会的プレッシャー、警戒心、不安感、恥の意識 

本人の心情を理解する前に、本人の変化を促す（＝現状否定から始まる）支援ありきになると、 

信頼関係の構築が困難になってくる。   

例）「支援者が来る」＝「働け、と言う人が来る」（言われても、できないから苦しい） 

 

●家族が支援を回避してしまう理由（家族全体の孤立・8050問題） 

・親の不安と恐れ （本人を変えようとして関係悪化⇒気持ちの委縮、無気力感 相談しても悪くなるだけ） 

（親として、これ以上本人を刺激したくない。周囲から責められたくない、正論で助言されたくない） 

・兄弟姉妹の孤立（別居していて、実家の親や本人とも関係が取れない状態 8050手前の不安） 

⇒家族の葛藤、心情に寄り添い、家族の安心安全の確保に配慮しながら、ケアをしていく必要。 

外部支援への不信感が強い場合は、同じ立場の家族同士、兄弟姉妹同士の共感的理解とピアサポートが 

重要になる。 

 

 

●家族会に参加しての変化（家族同士の心理的サポートの効果） 

家族の心の落ち着き、孤立感緩和、ひきこもりについて現状理解、本人家族関係の緊張緩和 

（否定的理解から肯定的理解へ 「本人の言動には必ず本人なりの理由がある」⇒信頼関係の回復） 

 

【参考】地域家族会に継続参加しての変化（KHJ調査 2020） 

（足立ひきこもり家族会 発足 3年目 参加家族 7名へのアンケート） 

 ①家族の変化 

・家族会に参加して、気持ちが楽になった（100％） 

・家族会に参加して、本人への理解が増し、接し方が変わった。

（100％） 

・家族会で話される他の家族の話しが、参考になると思う

（50％）参考になるときとならない時がある（50％） 

・家族会に継続して参加する意味がある（66％） 

②本人の変化（家族の接し方の変化に伴う） 

・家族と本人の関係（接点、日常会話）が改善 50％ 

・昼夜逆転、暴言暴力が改善：50％ 

・外出の頻度が増えた：30％  

・社会参加や就労のきっかけを探している様子がある：50％ 

 

●家族支援の意味（本人の特性の理解と環境づくり） 

①安心安全の環境づくり（安全基地づくり）（別添資料） 

本人の欲求、生きる意欲の回復のための環境づくり、本人の自己決定の尊重 

（否定されない関係⇒自発的な言動が増える。⇒自分で操縦不能な状態から、自分の欲求の回復。 

自分をみつめる段階へ） 

ひきこもりの実態に関する調査報告書（KHJ2004） 
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②本人が次の段階に進むためのきっかけを得ていく環境づくり 

家族同士の情報交換（本当に困っているときに家族が知りたい情報の実際的な手助け） 

本人の特性への理解⇒情報を得て、本人に必要な資源（サポート）、第三者につながるきっかけを得ていく 

（例：医療受診につながり、発達障害の診断、、障害者手帳を取得、就労移行支援事業所に） 

 

●新型コロナウィルスの影響と家族関係 （ひきこもりの家族会に関する実態調査報告書 KHJ2020 より） 

コロナ以前とコロナ後の生活状況（２つの傾向） 

 ・自粛生活で安定してひきこもる生活（家族関係が良好、家族で楽しむ時間を持つ、思いやり増える） 

 ・より自室にこもってしまう生活（普段いない家族がいることで窮屈に。本人との関わりがストレスに緊張） 

・「家族会に参加したときは元気が出るが、日々の生活に戻ると気持ちが沈んでしまうので月 1回で 

も参加していきたい。気持ちのリセットになる」 

   ⇒ひきこもることの負い目、緊張感を無くしていける環境、家族自身の健康、ストレスケアが、本人の状態に 

も影響を及ぼしている。 

 

●家族の生の声（令和 2年に発足した江戸川区の地域家族会  家族のアンケートより） 

・「相談者とのつながりをきらないでいただきたいです。万が一全く改善されない結果が出るとしても 

話を聞いていただいて寄り添ってくれる人がいるだけで救われる部分は大きいと思います。 

本人もそうだと思いますが私の孤立感もなかなかなものがあります」 

 

●つながり続ける支援～家族が孤立しない、家族がサポート資源(複数)と途切れないでいること～ 

・地域家族会は、繋がり続ける場の役割のひとつを担っている。（家族同士のエンパワメント） 

※行政（保健師等）の担当者異動に伴う本人への心理的サポート 

（環境変化苦手。見捨てられ感。支援途絶にならないように） 

※訪問支援も家族相談に対応していないため、本人に会えないと短期間で終わってしまう。 

⇒家族会の家庭訪問は、他の地域資源ともつながり家族だけでも途切れず継続できる 

 

●8050問題になる前の予防的支援。（家族会が地域の孤立の受け皿となる） 

・親の高齢化の手前から、家族が地域や支援機関とつながっていくことが重要。 

・家族が早期に適切な関わり方を得ていくことが、家庭環境を安心安全の場にし、本人の動き出しにもつながる。 

 

●必要な人にリーチする情報発信と多機関連携 

①丁寧な情報発信～行政の「広報力」を活かした定期的な情報発信（情報のアウトリーチ）～ 

 本人家族から見つけてもらう情報発信を。 

インターネットで検索し、ホームページを見ても、実際の支援内容がわからないことも多々あり、「相談しに行って

いいのだろうか」という気持ちにつながるので、「各支援機関のホームページはこまめな更新と支援内容の詳細

がわかるとありがたいです。また、「こんなことを相談しに行っていいのだろうか」という不安感もとても強

かったので、相談に行った際には、まずは一度話を聞いてもらえるだけでも安心します。 

（市町村におけるひきこもり支援の手引き 体験談より） 

②地域資源として、家族会の役割・家族支援についての広報周知（理解促進 家族だけで抱えない） 
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③多機関連携（令和 3年度の改正社会福祉法実施に伴う横断的連携） 

・多様な困り事に対応した支援体制・多機関連携（多職種のミニサポートチーム）のモデル事例の収集と共有。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

多機関連携のイメージ図 

「行政と連携した地域家族会の調査研究事業より」（KHJ2020） 

官民連携イメージ図 

支援の両輪部分のイラストは、 

厚労省「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」最終とりまとめ（概要）より抜粋 



2021 年 4 月 26 日 特定非営利活動法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 

 

 

 

【参考資料１】家族支援のニーズ（地域家族会に参加する家族を対象にしたアンケート） 

「行政と連携した地域家族会の調査研究事業報告書」（KHJ2020）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域家族会への参加者アンケート（巻末添付）より「行政地域家族会に要望したいこと」として、全ブ

ロックから 35名の家族を回答を得た（複数回答）。その結果から、最も要望が多かったのは「家族の気持

ちを支えるプログラム」、「ひきこもり知識の学習の機会」（77.1％）であり、次いで「家族亡き後のことを

相談できる機能」（71.4％）となっている。家族の気持ちを支えること（家族支援）、ひきこもりに関する

学び（親の学習）、親亡きあとのことの相談（生活関する相談）への大きく３つの要望が高かった。日々接

する家族の心労と、高齢化している家族からの不安が高まっていることがわかる。 

 

また、その他の項目も 6割以上の家族が必要であると回答している。家族の多様なニーズに沿ったプロ

グラムが求められていることがわかる。なお、「本人に手紙を書いたり、会って話しかけてくれる訪問活

動」は、34.3％と低かった。本人への介入によって、本人を刺激したくない（暴力暴言を恐れている）家

族の心情があると推測される。 
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【参考資料２】親の学習会の効果と回復状況     （KHJ埼玉けやきの会 2019年アンケートより）  
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フリースクール・サポート校

県精神保健福祉ｾﾝﾀｰ【伊奈】

保健所
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市役所や区役所

就労移行支援事業所

宿泊型施設

障害者就業・生活支援センター

就労継続支援事業所（非雇用型）＝Ｂ型

県ひきこもり相談ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ【越谷】

就労継続支援事業所（雇用型）＝Ａ型

大変

役に立つ

ある程度

役に立つ

ほとんど

役に立たない

利用しなかった

家族との関係が改善しつつある 89%

家事など家庭内で一定の役割がある 84%

会話が増えた 84%

家族と一緒に外出できた 58%

ひとりで外出できた 95%

家族以外の他者との関わりが少しできた 89%

家庭内での回復の状態について 

（親の学習会受講者へのアンケート） 
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【参考資料３】親の学習会テーマ（NPO法人 楽の会リーラ 10年以上に渡って、親を対象に学習会を実施 ） 

「親がひきこもりについて学び、わが子を理解する場」 

（家族が自分で考え、自分の理解、本人への接し方に対する、気づきを得ていくことを大切にしている） 

 

＜2021年度の学習会テーマ一覧 ＞ 
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【参考資料４】家族支援・環境づくり 

KHJピアサポーター養成研修テキストより（2014年 斎藤まさ子） 
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＜全国の家族会を対象とした最新の調査資料は、下記からダウンロードしてご覧いただけます＞ 

令和二年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「行政と連携したひきこもりの地域家族会の活動に関する調査研究事業」 

調査資料及び、地域家族会の活動報告シンポジウム（動画配信中） 

本事業の全体報告会は、新型コロナウィルス感染防止のため、動画配信に 

よるオンライン形式で実施した。全体報告会の内容については、右記の 

KHJホームページ（動画視聴 QRコード）から閲覧可能です。 

  

 https://www.khj-h.com/research-study/research-study-2020/ 

 

 

 

以上 

【参考資料５】事例紹介 


